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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トランスジェニックやジーンターゲティング等の遺伝子操作手法を用いて、１）優性の
雄性不稔性、２）薬剤耐性、３）誘導性プロモーターを活性化させることにより枯死する
性質、以上３つの性質を相引強連鎖の関係で持つ個体を作出し、その後代を上記２）の性
質を用いて雄性不稔個体、上記３）の性質を用いて雄性不稔でない個体を選抜、両者を開
花期に近傍に配置して交雑、雄性不稔個体から採種し、他殖による世代を繰返すことで実
現される自殖性植物におけるゲノムシャッフリング法。
【請求項２】
　請求項１によるゲノムシャッフリング法における世代を繰返す過程において、淘汰圧を
加えることによって実現される循環選抜育種法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、トランスジェニックやジーンターゲティング等の遺伝子操作手法で得られる
優性の雄性不稔性を用いて、イネ、コムギ等の通常自殖を常とする植物（いわゆる自殖性
植物）において、除雄や雄性不稔個体の判別等の煩雑な操作なく、効率的に他殖を繰り返
させることにより、これら自殖性植物のゲノムシャッフリングを実現する技術および同技
術を基礎とする効率的循環選抜育種システムに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　トウモロコシ等の他殖性作物は、その育種の過程において循環選抜が取入れられ、ヘテ
ロ接合体の相同染色体間の頻繁な遺伝的組換えに伴うゲノムシャッフリングが、変異の幅
を大きくし、育種の効果を高めていると考えられる。
【０００３】
　一方、イネやコムギ等の自殖性植物の品種育成過程では通常、選抜の初期段階から自殖
を繰返し、固定度の高い系統が選抜されることから、高頻度に遺伝的組換えが起こりうる
のは交雑から数代に限られ、これが自殖性植物育種の一つの限界になっていると考えられ
ている。
【０００４】
　育種の効果は、第一義的には「多数の対立遺伝子間の遺伝的組換えによる変異の拡大」
と「適切で持続的な淘汰圧が集団にかけられること」に依存するところが大きい。従って
、効果的なゲノムシャッフリングと同時に大集団に対して強い淘汰圧をかけることができ
る循環選抜育種システムは、理想的な育種システムであると言える。
【０００５】
　自殖性植物を効率的に他殖させ、ゲノムシャッフリングによる循環選抜を実現するには
核雄性不稔性を用いることが効果的であり、この目的を達成する方法としてＭＳＦＲＳ（
Ｍａｌｅ　Ｓｔｅｒｉｌｅ　Ｆａｃｉｌｉｔａｔｅｄ　Ｒｅｃｕｒｒｅｎｔ　Ｓｅｌｅｃ
ｔｉｏｎ）法が考案されている（非特許文献１および２参照）。ＭＳＦＲＳ法は、１）雄
性不稔が分離する集団から不稔と可稔の個体を選抜して相互交配させＦ１を養成、２）Ｆ

２世代で次の選抜サイクルを行うための集団を作成、３）新たな遺伝資源は各サイクルで
雄性不稔個体に交配することにより集団に導入、４）選抜サイクルを繰り返すことにより
、効率的なゲノムシャッフリングを基礎とする循環選抜を実現し、高い育種の効果を得る
ことを目指した方法である。
【０００６】
　しかし、ＭＳＦＲＳ法においては開花期に雄性不稔個体と雄性不稔でない個体を選別す
る必要があり、大集団で効率的に循環選抜を実施することが難しい。この点を改善するた
めに、雄性不稔に連鎖する種子形質などを形質マーカーとして利用する方法が考案されて
いるが、雄性不稔遺伝子とマーカー遺伝子とが密接に連鎖している必要があり、普遍的な
方法にはなり得ないことに加え、両者の間に遺伝的組換えが生じて連鎖関係が崩壊してし
まう問題点があった。
【０００７】
　一方、トランスジェニック手法において、葯やその内部特異的プロモーターとＲＮＡ分
解酵素等の自己攻撃遺伝子を用いることで、優性の雄性不稔個体を得る方法がある（例え
ば、特許文献１、非特許文献３および４参照）。また、同時に除草剤等の薬剤耐性マーカ
ー遺伝子を同一コンストラクトにて導入することにより、優性の雄性不稔個体を芽生え段
階で選抜することができる。｀得られる形質転換体の優性の雄性不稔と除草剤耐性は相引
で極めて強い連鎖関係になる。この方法は、北米のセイヨウナタネのＦ１採種において、
使用されている。
【０００８】
【特許文献１】米国特許第６，５０９，５１６号明細書
【非特許文献１】Ｒａｍａｇｅ，Ｒ．Ｔ．（１９７５）Ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ　ｆｏｒ　
ｐｒｏｄｕｃｉｎｇ　ｈｙｂｒｉｄ　ｂａｒｌｅｙ．Ｂａｒｌｅｙ　Ｎｅｗｓ１．１８：
６２－６５．
【非特許文献２】Ｅｓｌｉｃｋ，Ｒ．Ｆ．（１９７７）Ｍａｌｅ　ｓｔｅｒｉｌｅ　ｆａ
ｃｉｌｉｔａｔｅｄ　ｒｅｃｕｒｒｅｎｔ　ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ－ａｄｖａｎｔａｇｅｓ
　ａｎｄ　ｄｉｓａｄｖａｎｔａｇｅｓ．Ｐｒｏｃ．４ｔｈ　Ｒｅｇｉｏｎａｌ　Ｗｉｎ
ｔｅｒ　Ｃｅｒｅａｌｓ　Ｗｏｒｋｓｈｏｐ（Ｂａｒｌｅｙ）．Ｖｏｌ．ＩＩ．８４－９
１．
【非特許文献３】Ｍａｒｉａｎｉ，Ｃ．，Ｍ．Ｄｅ　Ｂｅｕｃｋｅｌｅｅｒ，Ｊ．Ｔｒｕ
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ｅｔｔｖｅｒ，Ｊ．Ｌｅｅｍａｎｓ，ａｎｄ　Ｒ．Ｂ．Ｇｏｌｄｂｅｒｇ（１９９０）Ｉ
ｎｄｕｃｔｉｏｎ　ｏｆ　ｍａｌｅ　ｓｔｅｒｉｌｉｔｙ　ｉｎ　ｐｌａｎｔｓ　ｂｙ　
ａ　ｃｈｉｍａｅｉｃ　ｅｎｄｏｎｕｃｌｅａｓｅ　ｇｅｎｅ．Ｎａｔｕｒｅ．３４７：
７３７－７４１．
【非特許文献４】Ｍａｒｉａｎｉ，Ｃ．，Ｖ．Ｇｏｓｓｅｌｅ，Ｍ．Ｄｅ　Ｂｅｕｃｋｅ
ｌｅｅｒ，Ｍ．Ｄｅ　Ｂｌｏｃｋ，Ｒ．Ｂ．Ｇｏｌｄｂｅｒｇ，Ｗ．Ｄｅ　Ｇｒｅｅｆ，
ａｎｄ　Ｊ．Ｌｅｅｍａｎｓ．１９９２．Ａ　ｃｈｉｍａｅｒｉｃ　ｒｉｂｏｎｕｃｌｅ
ａｓｅ－ｉｎｈｉｂｉｔｏｒ　ｇｅｎｅ　ｒｅｓｔｏｒｅｓ　ｆｅｒｔｉｌｉｔｙ　ｔｏ
　ｍａｌｅ　ｓｔｅｒｉｌｅ　ｐｌａｎｔｓ．Ｎａｔｕｒｅ（Ｌｏｎｄｏｎ）．３５７：
３８４－３８７
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、通常効率的に他殖させることが難しいイネやコムギ等の自殖性植物において
、ＭＳＦＲＳ法で必要な開花期の雄性不稔個体と雄性不稔でない個体を選別なしに、その
大規模な集団を効率的に他殖させることにより、ゲノムシャッフリングを実現し、効率的
な循環選抜育種システムを実現する方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、上記課題を解決するためにトランスジェニックやジーンターゲティング等の
遺伝子操作手法で得られる優性の雄性不稔性を用いることを、特徴の一つとする。１）葯
特的プロモーターでＲＮＡ分解酵素等の自己攻撃遺伝子をドライブする雄性不稔化遺伝子
カセット、２）茎葉で遺伝子を発現させるプロモーターで薬剤耐性遺伝子をドライブする
薬剤耐性遺伝子カセット、３）誘導性プロモーターでＲＮＡ分解酵素等の自己攻撃遺伝子
をドライブする枯死誘導遺伝子カセット、以上３つの遺伝子カセットを同一コンストラク
ト内に有するベクターをトランスジェニックやジーンターゲティング等の遺伝子操作手法
を用いて形質転換し、１）優性の雄性不稔性、２）薬剤耐性、３）誘導性プロモーターを
活性化させることにより枯死する性質、の３つの性質を相引強連鎖（ほぼ同一遺伝子座）
の関係で持つ個体を作出する。これらの形質は遺伝学的には優性遺伝する。
【００１１】
　遺伝子操作手法により得られた形質転換体は、通常行われるように、目的とする全ての
形質が安定して発現しているとともに、サザンハイブリダイゼーション等の手法で、導入
遺伝子が宿主のゲノムの一ヶ所に挿入されている個体を選抜することが望ましい。導入遺
伝子が宿主のゲノムの一ヶ所に挿入されているということは、目的とする３つの形質が実
用上、１遺伝子座支配で遺伝することを意味する。
【００１２】
　優性の雄性不稔個体は当然のことながら花粉を作ることができないので、これを維持す
るには、雄性不稔でない個体の花粉が不可欠である。遺伝子操作手法で育成され、利用さ
れる優性の雄性不稔性は、１遺伝子座支配、雄性不稔の遺伝子記号をＭｓ（劣勢はｍｓ）
とすると、優性の雄性不稔個体の遺伝子型は常にＭｓｍｓとなる。雄性不稔でない個体の
遺伝子型はｍｓｍｓとなる。遺伝子型Ｍｓｍｓ雄性不稔個体に雄性不稔でない個体を交雑
すると、Ｍｓｍｓの雄性不稔個体とｍｓｍｓの雄性不稔でない個体が、理論上、１：１の
割合で分離する。導入された配列が２遺伝子座以上であれば、２遺伝子座の場合は３：１
等、雄性不稔個体の比率が上昇し、雄性不稔でない個体の割合が減少する。
【００１３】
　北米のセイヨウナタネのＦ１採種のために開発された優性の雄性不稔では、葯特的プロ
モーターで自己攻撃遺伝子（ＲＮＡ分解酵素）をドライブする雄性不稔化遺伝子カセット
に加えて、茎葉で遺伝子を発現させるプロモーターで薬剤耐性遺伝子をドライブする薬剤
耐性遺伝子カセットを同一コンストラクトで植物体に導入することにより、両者が強連鎖
する組換え体を得て、これらに除草剤等の薬剤を処理すれば、雄性不稔個体（遺伝子型：
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Ｍｓｍｓ）と雄性不稔でない個体（遺伝子型：ｍｓｍｓ）が分離する個体群から効率的に
遺伝子型が雄性不稔個体（遺伝子型：Ｍｓｍｓ）を選抜することができるシステムを実現
している。
【００１４】
　上記に加え、誘導性プロモーターでＲＮＡ分解酵素等の自己攻撃遺伝子をドライブする
枯死誘導遺伝子カセットも同時に同一コンストラクトで植物体に導入することにより、一
定の処理で導入したプロモーターを活性化させる処理を行えば、雄性不稔個体（遺伝子型
：Ｍｓｍｓ）と雄性不稔でない個体（遺伝子型：ｍｓｍｓ）が分離する個体群から効率的
に雄性不稔でない個体（遺伝子型：ｍｓｍｓ）を選抜することができる。
【００１５】
　優性の雄性不稔個体と雄性不稔でない個体の開花時期をあわせ、近傍に配置して交雑さ
せ、雄性不稔個体から採種することで、除雄等の煩雑な操作なく両者の交雑種子を効率的
に得ることができる。
【００１６】
　１）雄性不稔個体からの採種、２）種子を２グループに分けて播種、３）芽生えの段階
で一方のグループでは雄性不稔個体（遺伝子型：Ｍｓｍｓ）を選抜、もう一方のグループ
では雄性不稔でない個体個体（遺伝子型：ｍｓｍｓ）を選抜し、４）両者を適切に配置し
て交雑、５）前者の雄性不稔個体から採種、以上、２）～５）の工程を繰返すことにより
、自殖性植物の集団においても他殖世代を繰返し、自殖性植物であっても、そのゲノムを
効率的にシャッフリングできる。
【００１７】
　新たな育種素材を、新たに雄性不稔でない個体（遺伝子型：ｍｓｍｓ）として利用する
ことにより、ゲノムシャッフリング集団の遺伝的組成に加えることができる。
【００１８】
　雄性不稔個体からの採種後、種子を２グループに分けて播種し芽生えの段階で、雄性不
稔個体または雄性不稔でない個体の選抜と前後して、耐病性検定などの初期選抜を実施す
ることで、集団の特性を一定の方向へ誘導することができる。
【００１９】
　初期選抜が難しい栽培形質などについては、ゲノムシャッフリングのための栽培期間、
また収穫後であっても次の世代を展開する個体を選抜することにより、集団の特性を一定
の方向へ誘導することができる。
【００２０】
　ゲノムシャッフリニング集団から優れた形質の雄性不稔でない個体（遺伝子型：ｍｓｍ
ｓ）を選抜し、自殖による遺伝的固定を進めながら選抜することにより、固定品種の育成
が可能である。上記のプロセスにより、自殖性植物においても、ゲノムシャッフリング過
程において淘汰圧を加えることによって、効率的な循環選抜育種システムを実現すること
が可能となる。
【００２１】
　なお、遺伝子操作手法で導入された配列を持つ個体は遺伝子組換え体として、野外での
栽培は遺伝子組換え体としての法的適用を受ける。ただし、作出されたトランスジェニッ
ク植物のゲノム中に余分な配列が導入されていない雄性不稔でない個体（遺伝子型：ｍｓ
ｍｓ）は導入遺伝子を含まないので、組換え体ではない。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、自殖性の植物であっても除雄等の煩雑な操作なしに、大きな個体群を
他殖させ続けることが可能になる。適切な素材を選択、任意交雑させることにより、それ
らのゲノムシャッフリングを実現することができる。
【００２３】
　ゲノムシャッフリングの過程で適切な淘汰圧を加えることにより、またそこに新たな育
種素材を追加することにより、効率的な循環選抜育種システムを構築することが可能にな
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り、多くの育種素材に由来する品種を、効率よくかつ持続的に育成することが可能になる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　「図１」に示すように、１）葯特的プロモーターでＲＮＡ分解酵素等の自己攻撃遺伝子
をドライブする雄性不稔化遺伝子カセット、２）茎葉で遺伝子を発現させるプロモーター
で薬剤耐性遺伝子をドライブする薬剤耐性遺伝子カセット、３）誘導性プロモーターでＲ
ＮＡ分解酵素等の自己攻撃遺伝子をドライブする枯死誘導遺伝子カセットを同一コンスト
ラクト内に有するベクターを構築する。アグロバクテリウム法を用いる場合はＴｉプラス
ミド由来のベクター上に構築する必要がある。
【００２５】
　葯特的プロモーターでドライブされる優性の雄性不稔を起こさせる遺伝子としては、微
生物のＲＮＡ分解酵素であるＢａｒｎａｓｅが強い活性を有し、その遺伝子により１００
％の雄性不稔を実現した実績があるが、他にタンパク質分解酵素遺伝子なども１００％の
雄性不稔の実績があり、利用可能である。
【００２６】
　茎葉で遺伝子を発現させるプロモーターでドライブされる薬剤耐性遺伝子としては、除
草剤耐性を示す遺伝子が利用可能である。なお、遺伝子操作手法においては一般的に、効
率的な形質転換体の選抜のためのマーカー遺伝子が必要である。ハイグロマイシン耐性遺
伝子カセットなどを上記遺伝子カセットと同一コンストラクト内に入れておくことが一般
的だが、除草剤耐性遺伝子として変異型アセト乳酸合成酵素遺伝子（ｍＡＬＳ）を用いる
ことにより、マーカー遺伝子としても機能させることができ、効率的である。
【００２７】
　誘導性プロモーターでドライブされる自己攻撃遺伝子は、雄性不稔を起こさせる遺伝子
と同一でも問題はない。
【００２８】
　マーカー遺伝子を形質転換体に残したくない場合には、ＭＡＴベクターを用いる方法、
Ｃｒｅイベントを用いた除去方法などが利用可能である。ただし、そのためのベクターを
使用する必要があるので注意する必要がある。
【００２９】
　段落「００２４」から段落「００２７」記述のベクターにより、遺伝子操作手法を用い
て植物体へ必要な遺伝子を導入する。遺伝子導入の方法としてはアグロバクテリウム法に
より植物体に遺伝子を導入することが一般的であるが、他の方法、例えばパーティクルガ
ン法、ウィスカ法を用いる場合はＴｉプラスミド由来のベクターに限定されない。イネで
は、プロトプラストを対象にアグロバクテリウム法を用いる方法が利用可能である。
【００３０】
　得られる植物体には以下の特性が期待される。１）優性の雄性不稔性を持つ、２）除草
剤等の薬剤を用いて芽生え段階で雄性不稔個体のみを簡易に選抜することができる、３）
誘導性プロモーターを活性化させることにより、雄性不稔でない個体のみを簡易に選抜す
ることができる。
【００３１】
　段落「００３０」に示す３つの形質は同一のコンストラクトで導入されるので、１遺伝
子座で導入された物を選抜することにより、極めて強い相引連鎖の関係で遺伝することに
なる。このため、極めて多くの世代を繰り返さない限り、連鎖の崩壊を気にする必要はな
く、実用上の問題はない。
【００３２】
　トランスジェニック植物作出の際には、通常、数多くのトランスジェニック植物が作出
されるが、意図した遺伝子が正常に発現していることに加えて、サザンブロッティング法
等により、上記３つの遺伝子カセットがゲノム上の一ヶ所に強連鎖の関係で導入され、他
には導入遺伝子の断片が挿入されていないトランスジェニック植物を選抜する。これによ
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り、その後代集団の遺伝的分離と選抜結果の明確化を担保する。１遺伝子座、雄性不稔の
遺伝子記号をＭｓ（劣勢はｍｓ）とすると、事実上同一遺伝子座で、除草剤耐性と誘導性
プロモーターを活性化させることにより枯死する性質を持つと見なすことができる。
【００３３】
　ここで得られたトランスジェニック植物は周囲の植物との交雑が心配されることがある
が、上記のトランスジェニック植物の特性の一つである雄性不稔性が、花粉を生産できな
いことを意味し、花粉飛散による周囲への意図しない遺伝子拡散が起こりえないことも同
時に意味する。ただし、種子による拡散には注意する必要がある。
【００３４】
　「図２」上部に示すように、上記トランスジェニック植物の近傍にゲノムシャッフリン
グを行いたい品種や系統を、開花期を同調させた上で開花期に配置し、雄性不稔個体から
採種することにより、効率的に他殖種子を得ることができる。得られた種子はトランスジ
ェニック植物×ゲノムシャッフリングを行いたい品種や系統のＦ１種子になる。
【００３５】
　ここで得られる種子の遺伝子型は、Ｍｓｍｓ（雄性不稔個体）とｍｓｍｓ（雄性不稔で
ない個体）とが理論上の分離比１：１で分離する。得られた種子を二つに分割し、一方に
薬剤耐性を対象とした選抜を実施すれば、雄性不稔個体（遺伝子型：Ｍｓｍｓ）を芽生え
の段階で効率的に選抜できる。また、誘導性プロモーターを働かせれば、雄性不稔でない
個体（遺伝子型：ｍｓｍｓ）を芽生えの段階で効率的に選抜できる。
【００３６】
　雄性不稔個体（遺伝子型：Ｍｓｍｓ）と雄性不稔でない個体（遺伝子型：ｍｓｍｓ）と
を交互に列植えする等、適切な配置で植栽し、雄性不稔個体から採種することにより、次
の世代の種子を得ることができる。この種子を播種すると理論上の分離比１：１で分離す
る。
【００３７】
　「図２」下部に示すように、１）雄性不稔個体からの採種、２）種子を２グループに分
けて播種、３）芽生えの段階で一方のグループでは雄性不稔個体（遺伝子型：Ｍｓｍｓ）
を選抜、もう一方のグループでは雄性不稔でない個体（遺伝子型：ｍｓｍｓ）を選抜し、
４）両者を適切に配置して交雑、以上、１）から４）を繰返すことにより、継続的かつ効
果的に自殖性植物の集団を他殖させることができる。ゲノムは世代を繰返すとともに断片
化し、結果として効率的なゲノムシャッフリングが実現できる。
【００３８】
　ゲノムシャッフリング過程では、当初、雄性不稔個体の原品種となった品種のゲノム割
合が理論上５０％になる。新たな育種素材を雄性不稔でない個体（遺伝子型：ｍｓｍｓ）
として追加的に利用することにより、ゲノムシャッフリング集団の遺伝的組成に加えるこ
とができるとともに、上記原品種のゲノム割合を低下させることができる。
【００３９】
　「図３」に示すように、効率的なゲノムシャッフリングにより、新たな遺伝子の組合せ
が生じることによる変異の拡大がとともに、適切な淘汰圧が加えられることにより、効果
的な循環選抜育種システムが実現できる。特定の耐病性検定手法などのように、芽生えな
どのごく初期に選抜可能な形質については、雄性不稔個体からの採種後、種子を２グルー
プに分けて播種し芽生えの段階で、選抜することができる。雄性不稔個体または雄性不稔
でない個体の選抜と同時期に選抜を実施することも可能である。耐病性検定などの初期選
抜を実施することで、特定の形質についてゲノムシャッフリング集団の特性を一定の方向
へ誘導することができる。
【００４０】
　多くの栽培特性、収量や品質などの育種上重要な形質については、必ずしも初期選抜が
実施できる訳ではない。初期選抜が難しい栽培形質などについては、ゲノムシャッフリン
グのための栽培期間または収穫後の調査によらねばならない。生育期間中の選抜は、生育
期間中に雄性不稔（遺伝子型：Ｍｓｍｓ）個体および雄性不稔でない（遺伝子型：ｍｓｍ
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ｓ）個体から特性の劣る個体を淘汰することで対応可能である。
【００４１】
　雄性不稔個体（遺伝子型：Ｍｓｍｓ）についての収穫後の形質調査による選抜する場合
は、優れた形質の個体から得られた種子を系統管理しながら後代集団を展開して継続して
ゲノムシャッフリングすることで、選抜の効果を確認しながら継続してゲノムシャッフリ
ングが可能である。
【００４２】
　雄性不稔でない個体（遺伝子型：ｍｓｍｓ）についての収穫後の形質調査によって選抜
する場合は、自殖種子の割合が高いことが想定されるが、その次代を系統として管理した
上で、花粉親として利用することで対応可能である。
【００４３】
　このように、ゲノムシャッフリングの過程で適切な淘汰圧を加えることにより、集団の
特性を一定の方向へ誘導することができる。
【００４４】
　数世代のゲノムシャッフリングを経た後、雄性不稔でない個体（遺伝子型：ｍｓｍｓ）
の中から形質の優れた数個体を選抜し、その後代を自殖による遺伝的固定を進めながら選
抜することにより、固定品種を育成することができる。育成される固定品種は雄性不稔で
ない個体（遺伝子型：ｍｓｍｓ）になる。
【００４５】
　なお、雄性不稔でない個体（ｍｓｍｓ）個体は、導入遺伝子の断片を含まない限り、遺
伝子組換え体ではないので、遺伝子組換え体を対象とする法的規制を受けない。
【００４６】
　このように、ゲノムシャッフリング法や、それに基づく効率的循環選抜育種システムは
、通常、自殖を常とする植物のゲノム上に眠る育種の可能性を引き出すことに大きく寄与
するための、新たな育種法を提供する。
【産業上の利用可能性】
【００４７】
　本発明によれば、トランスジェニック手法等で得られる優性の雄性不稔性を用いて、イ
ネ、コムギ等の自殖性植物の集団において、除雄等の煩雑な作業なしに他殖を繰り返させ
、結果として効率的なゲノムシャッフリングを実現することができる。効率的なゲノムシ
ャッフリングの過程で適切な淘汰圧を加えることにより、効率的な自殖性植物の循環選抜
育種システムが実現でき、自殖性植物の育種において作物としての収量や品質の改善に寄
与することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】　１）雄性不稔化遺伝子カセット、２）薬剤耐性遺伝子カセット、３）枯死誘導
遺伝子カセットを同一コンストラクト内に含むベクター例の模式図である。
【図２】　効率的なゲノムシャッフリングシステムの概略を示す模式図である。
【図３】　ゲノムシャッフリングを基本とする循環選抜育種システムの概略を示す模式図
である。
【要約】
【課題】　自殖性の植物育種においては、ヘテロ接合体の相同染色体間の他殖による遺伝
的組換えが起こりうるのは交雑から数代だけであり、これが自殖性植物育種の一つの限界
になっていると考えられる。
【解決手段】　イネ、コムギ等の自殖性植物の集団において、トランスジェニックやジー
ンターゲティング等の遺伝子操作手法を用いて作出される１）優性の雄性不稔性、２）薬
剤耐性、３）誘導性プロモーターを活性化させることにより枯死する性質、以上３つの性
質を相引強連鎖の関係で持つ個体を作出し、その後代を上記２）の性質を用いて雄性不稔
個体、上記３）の性質を用いて雄性不稔でない個体を効率的に選抜、両者を開花期に適切
に配置し雄性不稔個体から採種することで、除雄等の煩雑な作業なしに効率的に他殖を繰
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種システム。
【選択図】なし
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【図２】

【図３】
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